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自己紹介
・名前 和田貴義（わだたかよし）

・生年月日 1984年（昭和59年）10月4日生まれ

・経歴 鶴居生れ鶴居育ち中学まで鶴居村で過ごす。

釧路商業高等学校を卒業後

大阪にある辻学園調理技術専門学校を卒業

帰村し総務部長として経理・経営を勉強しつつ

父の行うネイチャーガイドのアシスタントをする。

２０１７年１０月 経済産業省・国土交通省の地域資源認定を受ける

２０１８年 JCA日本サイクリング協会サイクリングリーダー認定

２０１８年 JCTA日本サイクルツーリズム推進協会サイクリングツアーガイド認定

２０１９年 JCTA日本サイクルツーリズム推進協会サイクリングインストラクターB認定

２０２０年 ６月 サイクルステーションBicycle Squareオープン

２０２１年 ４月 鶴居サイクルスポーツ振興会発足

２０２１年9月５日 道東初の自転車のイベント「鶴居村サイクルフェスティバル」開催予定



【自転車が地域を変えると信じているから】

※なぜ？自転車なのか。

・幼い頃から遊びと言えば自転車

・写真家の父の撮影に付いていく事が楽しくて場所を覚えていった。

・歳を重ねるごとに父の撮影スポットへ自転車で行けるようになり

・自分だけのサイクリングルートや自分だけの場所を見つけ始めた

・30代になりロードバイクを買いサイクリストの聖地しまなみ海道へ

この凄い整ったインフラ無理だが環境は鶴居村にもある

・身近過ぎて気づいていないだけで感動して涙する人も居る。



【サイクルツーリズムに対しての変化】
（地域資源認定時）サイクリストに優しい宿とツーリズム事業

・メディアやウェブを使いとにかく外へ外へ発信！

・外から外からお客さんを！サイクリストを！

・道東自転車観光の拠点に！サイクリストの聖地に！

・サイクリストフレンドリーホテル！バイクホテル！

・しまなみ海道への憧れ！



【サイクルツーリズムに対しての変化】
（5年の月日の中で変化）地域に自転車文化を根付かせる

※鶴居村で少しでも多くの自転車を走らせる。チャレンジ！
少しでも多くの村民に自転車に対しての理解と知識を。

・鶴居村を走りに来て下さるコミュニティーさんと仲良くなる

・とにかく来村したサイクリストに声をかける

・無料の「おはようさいくりんぐ（おはサイ）」を行う

・おはサイの中で使い初心者や入門者に寄り添ってアドバイス

・入門者に無料試乗を行いレンタサイクルでサイクリングへ誘う

・村の駐在さんと連携し自転車安全教室の開催を計画

楽しい乗り方、楽な乗り方と、安全な乗り方、車からの見え方

・教育委員会に協力を要請し、校外学習

（わんぱくアドベンチャークラブ）への入れ込みをお願い。



【苦労した問題点・課題】

• ヘルメットを被らないで交通量の多い道路を走行

→危険、まだまだ自転車はヘルメットを被るものと言う認識がない

• サイクリングに対しての偏見

→ヘルメットを被らず歩道を激走、車道を逆走

• サイクリストに対しての偏見

→ピタピタジャージ恥ずかしい、スピード、レース、体育会系

• 自転車観光に対しての偏見

→一般車の邪魔、走るだけ、お金が落ちない

• 自転車の位置づけ

→車の仲間、軽車両

• 田舎の車社会

→数百メートル先に行くにも車で行く、自転車必要ない



【変わってきた点】

• とにかくサイクリストが自然に集まるようになってきた

•村民がサイクリング中に手を振ってくれる、声掛けしてくれる

• サイクルウェアに興味を示す人（バックポケット）が出てきた

•村民もしらない絶景ルートやポイントに興味を示してくれる

• サイクリング→昼食→温泉が少しずつ定着化

• ソフトクリーム取り扱い店や飲食店にサイクルラックが出現

• スポーツサイクルについての問い合わせ（何を買えばよい？）

• おはサイ、鶴居村100km、さくらいど等のイベントが定着



【地域を動かす原動力とチャレンジ】

•私は信じています！

※自転車が地域を変える事を！

・私には夢があります！

※鶴居村が自転車の町になり自転車文化が根付くことを！
そして内から外に自転車が楽しいと情報が湧き出る様に！

これらを常に忘れずにこれからも地道に、人々に寄り添って

この事業を続けていきます。



ご清聴ありがとうございました


